


























口減少と それに起因する諸事項だ。日本の人口は二〇〇八年の一億二八〇〇万人をピークに、過去に例 みないほどの急速な減少に転じて る。二〇五三年には一億人を切り、二一〇〇年には現在の半分以下にな と予測されている。
今後、大災害や戦争が起きたり、移民を大量に受け入れ










化はどのようなも に るのだろうか。文化的な創造性の発現に資本はどの程度関与するもの ろうか。現代の日本で新たな思想や価値につながる何かが芽生 ているのか。制度や社会的 圧力に って生まれなかったり、変質してしまったものがありはしないか。社会福祉や地域振興と 創造は、ときに矛盾を らみながら展開 、はたしてそれらは個の﹁生﹂とどうかかわっているのか。
社会の縮小とともに、生産・消費・輸出が縮小しても、そ
れを悲観する必要のない社会 どのように作ることが きるだろうか。重要な は、非排除性︵誰でも使え ︶と非競合性︵使っても減らない︶を備えた公共財とし の文化と、それを創造する力だろう。
注意しなければならないのは、文化の力で成長を取り戻すと
いった、 文化産業的な陳腐な発想に陥らないことだ。それでは、高度成長期の右肩上がりの神話にとらわれたままだ。経済が永遠に成長しつづけることなどありえ い。成長曲線が鈍り、下降線を描きだしたとたんに、ひとびとは不幸に る。この三〇年間の日本社会は、それを経験したのではないか。
成長や拡大ではなく、個の﹁生﹂との﹁かかわり﹂の観点
から文化創造を捉えるべきではないか。そうすれば、文化は巨大化した産業による束縛から解き放たれ、縮小社会のもとでその位置づけも変わってこよう。わたしたちが好きな歌を歌い、好きなイラストから二次創作 、好きな外国小説を翻訳し、それを公共の空間で披露す 自由をもつこ は わたしたちが﹁生きる﹂ことの根幹にかかわることであり、その自由は保障されるべ だ。そのような観点から、現代のさまざまな﹁制度﹂を見直してみる とも必要だろう。
一例として、 ﹁アール・ブリュット﹂ ﹁アウトサイダー・






























カーは、ポストモダン以後の﹁感覚の構造﹂を﹁メタモダニズム﹂の語で捉えている。それは、熱狂と冷笑、希望と憂うつ、共感と無関心、単数性と複数性、純粋さと曖昧さといった両極端を揺れ動く振り子運動のことをいう。縮小社会の個の﹁生﹂もまた、長いタイ スパ でみ ば さまざまに分断した両極端を振れてい のかもしれない。そうしたこ を考えながら、この研究会を行っている。
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明治三〇年代後半における新聞広告、雑誌の表紙絵・挿画
や広告、絵はがきなどの印刷物には、波打つ太い曲線の飾り
